
 

  

  

  

公表：  2020 年   2 月  8 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」相模大野校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
6 0 

パーテーションにより個々の活

動空間を確保している。 

利用者にあった教室内のスペ

ースつくりを一人一人に合わせ

て設定している。 

 

②  職員の配置数は適切である  6 0 
常勤 4 名、非常勤 2 名を配

置している。 
 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

6 0 

文字だけでなくイラストを入れる

ようにしている。 

掲示物による視覚提示も積極

的に行っている。 

教室内には段差はなく、バリア

フリーになっている。 

教室に来所する途中の建物

入口の段差や駐輪スペースの

対応などサポートが必要な時に

は職員がしっかりと対応してい

る。 

 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

6 0 

常勤職員で清掃箇所をしっか

りと分担し、清潔で心地よく過

ごせる環境を提供できている。 

汚れなどに気付いた時には、適

宜清掃を行うように心掛けて居

る。 

 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
6 0 

日頃から職員同士で話し合っ

ている。 
 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

6 0 行っている。  

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

6 0 

HP 等を通じて行っている。 

教室にアンケート結果を掲示し

利用者がいつでも見られるよう

にしている。 

見やすい・手に取りやすい工夫を考

えていきたい。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
5 1 

第三者委員会は立ち上がって

いないが、事業所内で業務改

善のための取り組みを行ってい

る。 

外部の専門家から定期的に巡

回指導を受けている。 

 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
6 0 

新人向けの研修を含めて充実

している。 
 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

事業所内研修や外部研修を

活用し、職員の資質向上のた

めの取り組みを行っている。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

6 0 

定期的にアセスメントやモニタリ

ングをするほか、必要に応じて

実施するなど工夫を行ってい

る。 

 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
6 0 

法人で定められたアセスメント

シートを使用している。 
 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

6 0 設定されている。  

 
⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  6 0 

支援計画を見ながら支援者同

士で話し合いを行っている。 
 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  6 0 

支援計画を見ながら支援者同

士で話し合いを行っている。 

前回の利用者の様子や取り組

みの内容を踏まえて支援を行う

ように打ち合わせを実施してい

る。 

 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  6 0 

計画表を見ながら支援者同士

で話し合いを行っている。 

前回の利用者の様子や取り組

みの内容を踏まえて支援を行う

ように打ち合わせを実施してい

る。 

 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
6 0 

保護者の希望と本人の特性を

考えて作成している。 

必要に応じて、集団療育の案

内を行っている。 

 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
6 0 

支援前後に指導員同士での

話し合いを実施している。 

前回の利用者の様子や取り組

みの内容を踏まえて支援を行う

ように打ち合わせを実施してい

る。 

 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

6 0 

支援前後に指導員同士での

話し合いを実施している。 

その日の成果や課題は必ず職

員間で情報を共有するようにし

ている。 

 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
6 0 

支援前後に指導員同士での

話し合いを実施している。 
 



 

  

記録は全職員が目を通すよう

にしていて、正しく記録を取る

工夫をしている。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
6 0 

課題の整理や今後に向けての

方向性などしっかりと話し合い、

全員参加の体制でモニタリング

を実施している。 

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

6 0 

管理者責任者が出席するよう

にしている。 

また、指導に当たる職員も支

援がない限りできるだけ参加す

るようにしている。 

 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
6 0 

連携できるような体制をとって

いる。 
 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

6 0 

協力医と連携を取っている。か

かりつけ医・保護者から情報を

共有するように心掛ける。 

重心障害児の利用はない 

 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

6 0 

協力医と連携を取っている。か

かりつけ医・保護者から情報を

共有するように心掛ける。 

重心障害児の利用はない 

 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

6 0 
保護者とのフィードバック時に学

校等の様子を伺っている。 
 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

6 0 
保護者とのフィードバック時に学

校等の様子を伺っている。 
 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

6 0 

他の専門機関と連携を取るよ

うに心掛けている。 

子どもが通っている他事業所

等と連携が取れるように努力し

ている。また、子どもの通ってい

る保育所等とも連携を取るよう

にしている。 

研修センター主催の研修に積

極的に参加するようにしてい

る。 

 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
3 3 

子どもの通っている場所に連携

が取れるように努力している。 

利用者の通っている保育園や

幼稚園などと連携を取り、訪問

したり様子を聞いたりしている。 

障がいのない子どもとの関わりが持

てるようにする。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
4 2 

児発管を中心に研修に参加

し、協議会の内容を校舎で共

有している。 

 



 

  

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
6 0 

当日あったこと起きたことは必ず

当日中に職員で共有し、対応

するように努めている。 

 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

6 0 

フィードバック時に家庭での様

子を聞き、児童に合わせた声

掛けの方法などを保護者と一

緒に考えるようにしている。 

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
6 0 

契約時に保護者にきちんと説

明を行い、理解を得ている。 

また、教室の保護者の手の届く

所に常時掲示閲覧できるよう

にしている。 

 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

6 0 

6 ヶ月毎にモニタリングや個別

支援計画の作成変更を実施

し、決定までに保護者に説明

し同意を得ている。 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
6 0 

フィードバック時に学校や家庭

での様子を必ず聞くように心掛

けている。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
4 2 

ハイブリッド療育や小集団療育

を通して、保護者同士がコミュ

ニケーションを取れる場面を設

定している。 

年に 1・2 回は父母会などを開催で

きるように工夫していきたい。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

6 0 

当日に受けた相談はなるべく当

日中に児発管や他の職員に

伝達し情報を共有し、早期対

応ができるようにしている。 

   

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

6 0 

月 1 回程度ブログの作成を行

い、イベントの案内や支援の様

子を利用者保護者を含めた外

部に向けて情報を発信してい

る。 

   

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  6 0 

利用者の個人情報はファイル

管理したうえで施錠できる書庫

で管理保管している。また、机

上整理に努め、個人情報の紛

失漏洩がないように努めてい

る。 

保護者にお渡しする資料はしっかり

と事前にチェックし、個人情報等が

紛れていないかしっかりと確認する。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
6 0 

担当制ではないため、毎回職

員間で支援内容や支援者の

様子を引継ぎしている。 

毎回支援後にフィードバックを

行い、支援内容や日々の生活

について情報を共有している。 

   



 

  

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
4 2 

月 1 回程度、外部向けのイベ

ントを実施し、気軽に体験見

学ができるように努めている。 

地域の行事等に参加できるようにす

る。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

6 0 

月に 1 回必ず防災訓練を実

施し、緊急災害等に備えてい

る。また、毎月の防災訓練に

向けた防災計画を利用者保

護者の目の届くところに掲示周

知している。 

 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
6 0 

月に 1 回必ず防災訓練を実

施し、緊急災害等に備えてい

る。 

 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
6 0 

基本情報シートを面談時に記

入（契約時までには記入）し

ている。また、医師からの診断

書や、発達検査の結果等を情

報提供いただき、支援前に確

認してから支援に入っている。 

 

 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
6 0 

面談時に必ず聞き取りを行い、

基本情報シートに記入し、情

報を職員間でも共有している。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
6 0 

過去の事例に職員全体が目を

通すように努めている。 

定期的にヒヤリハットの内容を

会議で共有している。 

 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
6 0 

校舎や地区全体で研修を受

け、対応方法を学習している。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

6 0 

契約時に保護者の方にきちん

と説明を行い、了解を得てい

る。 

 

 

 ○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2020 年  2 月  8 日 

 

事業所名： こどもサポート教室「きらり」相模大野校         保護者等数(児童数)：19 名 回収数：19 名 割合：100％ 

 

 チェック項目 はい 
どちらともい

えない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環

境 

・体

制

整

備 

① 
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か 
19 0 0 0 

・粗大運動などをす

るのは難しい感じで

す。 

個別療育で利用者さんが

多い時には難しいですが、

集団療育のイベント時に

は、広い空間を活かし、粗

大運動を行っています。 

② 職員の配置数や専門性は適切であるか  18 1 0 0 

・親とのふり返りの時

などＵＮＯやトラン

プの相手をして下さ

る先生がいるのは助

かります。 

・今後もフィードバック時に

他職員が見守りできる体

制つくりに勤めて参ります。 

③ 

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされているか  

15 4 0 0 

・区切られた空間で

受講していますが、

空切りが少なく他が

見聞き出来る為、

時々他者が気にな

り集中できていない

様子があります。 

・事業所内は適切

だが、入口エレベー

ター等が不安な面が

ある。 

・パーテイションの仕

切りなので隣の指導

の声が気になってい

る時がある。 

・パーテーションでどうしても

完全個室にはできません

が、支援中に他児が入っ

てこない様に、掲示物や

声掛け等の工夫をしたりし

て支援を行っています。 

お互いに気を使ったりする

ことも社会性に繫がってい

きますので、今後もご理解

ご協力をお願いします。 

・エレベーターは定期点検

しております。どうか安心し

てご利用いただければと思

います。 

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

19 0 0 0 

・個室になっていな

いので、最初はどう

かなぁと思っていまし

たが、意外に気にな

らないようで自分の

取り組むことに向き

あえているので良か

ったです。 

・パーテーションでの空間

確保と支援提供に今後も

ご理解ご協力をよろしくお

願い致します。 

適

切
⑤ 

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
19 0 0 0   

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

な

支

援

の

提

供 

⑥ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支

援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必

要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な

支援内容が設定されているか  

18 0 0 1   

⑦ 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  18 0 0 1   

⑧ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか  17 0 1 1 

・家では興味を示さ

ない、お金や時計や

本読み等、工夫し

て下さり、本人も楽

しんでいます。 

・今後も楽しみながら活動

できるように、職員一丸と

なって工夫して参ります。 

⑨ 
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
4 3 3 8 

・入園して間もない

為、まだわかりませ

ん。 

・まだ参加しているの

かよく分からないので

何とも言えないし、

本人があまり乗り気

ではない。 

・先生がこども園(通

園中)を訪問してくだ

さり、生活の様子を

把握してくださり、安

心しております。 

・継続して利用して頂き、

事業所を理解して頂けれ

ばと思います。 

・ご本人が望まない活動は

積極的には案内いたしま

せん。機会が設定されたと

きには教室掲示等で案内

いたしますので、ご興味あ

りましたら、職員までご相

談ください。 

・今後も保育園や幼稚園

等に訪問し連携を図って

まいります・ 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
18 0 0 1   

⑪ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

19 0 0 0 
・いつも細かく説明し

てもらっています。 

・今後も詳しくわかりやすく

説明していけるように努め

てまいります。 

⑫ 
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
8 2 1 8 

・入園して間もない

為、まだわかりませ

ん。 

・どの部分がそれな

のかわからない。 

・フィードバックの時

間に家庭での過ごし

方や家族との関わり

方にもご指導頂け

て、助けていただい

ています。(個別のペ

アレントトレーニング

はなし。) 

・継続して利用して頂き、

事業所を理解して頂けれ

ばと思います。 

・支援後のフィードバックの

時間が主な家族支援と捉

えております。 

・すべての利用保護者に

向けての講演会等の案内

が出来ましたら、案内して

参ります。 



 

  

 

⑬ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

19 0 0 0 

・フィードバックの時

間を使って、発達の

状況が理解しやす

いように説明(取り

組の様子)をしてくだ

さるので、今後の発

達を見通した指導

の様子がわかりま

す。 

・毎回記入している

指導の感想や気が

付いたことを、しっか

り読んでいただき次

回の指導に生かして

いただき助かっていま

す。 

・今後もフィードバック時や

相談援助を通じて、今後

の見通しやいまの取り組み

の狙いや効果をお伝えして

いけるようにして参ります。 

・毎回の記録を今後もしっ

かりと記入し、利用者のた

めに次の指導にしっかりと

活かしていきますので、今

後もご記入のご協力よろし

くお願い致します。 

⑭ 
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
14 2 0 3 

・入園して間もない

為、まだわかりませ

ん。 

・小学校へ提出する

ＭＡＰの書き方な

ど、教えて下さり助か

りました。 

・継続して利用して頂き、

事業所を理解して頂けれ

ばと思います。 

・今後も、支援してまいり

ますので、不安なこと等を

一緒に解決していけたらと

思います。 

⑮ 

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

2 3 7 7 

・入園して間もない

為、まだわかりませ

ん。 

・参加したいが、あま

り出来ていない。 

・継続して利用して頂き、

事業所を理解して頂けれ

ばと思います。 

・機会がありましたらご参

加ください。 

⑯ 

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制が整備されているとともに、子どもや保護者に

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ

適切に対応されているか  

16 0 0 3 

・幼稚園での活動を

前もって話すと迅速

かつ適切に行ってく

れます。 

・今後も頂いたご意見や

相談内容をしっかりと支援

に活かしていきます。 

⑰ 
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
18 0 0 1 

・指導後先生とお話

しする際子供の相

手をしてくださる先生

が別に付いていただ

け、ゆっくり話が出来

助かりますし、本人

もその内容を聞かず

に済むのでとても良

いと思います。 

・今後もフィードバック時に

他職員が見守りできる体

制つくりに勤めて参ります。 

⑱ 

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

13 1 0 5   



 

  

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか  16 0 0 3 

・一度だけ個人情

報のものがまぎれて

いたことがあったが、

その他はなく改善さ

れていると思う。 

・個人情報の取り扱いに

関して、今後はより一層

注意して参ります。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

15 0 0 3 

未回答：1 

・先日説明していた

だきました。 

・ご質問やご不明点等あり

ましたらいつでも遠慮なくお

っしゃってください。 

㉑ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
15 1 0 2 未回答：1  

満

足

度 

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか  19 0 0 0 

・ひらがなや数字を

書くのは段々とやり

たくなくなっているよう

だが、それ以外は楽

しく通っている。 

・毎週、通うのを心

待ちにしています。 

・毎回楽しみにして

いる様子です。これ

からも宜しくお願いし

ます。 

・楽しみに通えてい

るが、行くのをしぶる

時もあり。 

・毎回楽しみにして

います。「今日はあ

る日なのか」と聞か

れます。 

・どの活動もやりたくなるよ

うに工夫したり改善して支

援を提供して、今後も楽

しく通えるように努めてまい

ります。 

・これからも楽しく通えるよ

うに努めてまいります。今

後とも宜しくお願い致しま

す。 

 

㉓ 事業所の支援に満足しているか  18 1 0 0 

・色々出来る事が

増えてきた様に感じ

ています。 

・通っていることでの

変化は今のところ不

明です。 

・これからも「できた」を大

切に成長を実感できるよう

に全職員で支援して参り

ます。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


